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緊特ア 」し。験る経あをで例きたべ 
にて 5kg増加。
第 E例は 16才男子学生。
3症例とも術後は全く幅吐消失し経過良好の為報
告す。 
65. 虫垂切除術後障害例の X線的追求とその対
策(第 1報〉
銚子市加瀬外科病院加瀬貞治
演者は 21例の虫垂切除術後障害患者について X
線的検査はより癒着症 5例，機能的障害 1例，終末
回腸リンパ櫨胞増殖症 9例， その他 6例に分類し
た。 
癒着症については局所的障害の明かなものは剥離
術または吻合術を併用他は保存的療法を，機能的な
ものは保存的療法を，また終末回腸リンパ‘臆胞増殖 
症のごく高度のものには回宮部切除を， しからざる
ものには薬物療法と蛋自制限および野菜摂取を一応 
の対策としてのべた。各グ吊ループの特色ある症例を
16枚のスライドにより供覧し， 今後の開題をのべ 
た。
66. 外科医としての考え方
札医大田代豊一
外科医は患者の生命をゆだねられている。先づ患
者をたすけなければならない。
私の失敗例として食道出血に胃切除を行なった
例，腹部大動脈癌のみと誤診した解離性胸部大動脈
た」という無知の医師の危険を身にしみて感じた。
中山教授は決して患者を殺さない事といっている
が，それはっきつめれば患者を治す事だと思いま
す。患者を治すためにはまた生かすためには，外科
専門医制度をつくるまえは立派な外科医の教育が必
要である。 
67. 最近  1年間に経験せる 2，3の興味ある症例
について
幸子病院高村良平
第 1例 48才の女子に発生せる小腸重積症にし
て， トライツ靭帯より約 50cmのところに発生し，
入口より約 5cmの内筒内壁に揖指頭大のポリープ
1ケを認めた。 36年 12月 3日切除，端々吻合を行
‘週期的悪心ul孟吐を主訴とし，陽性の胃障害を訴へ
また正常時には十二指腸欝滞症のレ線像を示すが，
発作時には腸間膜動脈閉塞症の如き症状を呈した 3
例 K十二指腸空腸吻合術を施行し，極めて好成績を
得た。
第 1例は 16才の女子掌生， 11才の頃より頑固な
ul吐を来す様になり，以後 3年症状難治にて自家中 
毒症と診断されて来た。初診時のレ線像では，十二
指腸欝滞症がみられたが，発作時には，胃および十
二指腸に大量の分泌物およびガス像をみとむ，術後
は経過良好で 1年半後体重 13kg増加。
第 TI例は 30才男子会社員， 7年前より慢性の幅
吐あり，来院時イレウス症状にて来院。開腹時胃お
よび十二指腸の拡張著明，術後は良好で体重 4カ月 
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のため入院す。手術時に両側披露部K鶏卵大の腫癌
を発見した。腫癌は柔軟，外皮'と癒着し，底部は境
界不鮮明で癒着の傾向は無い。部分的に弾性硬度を 
示す所あり。自覚症状ほ無いが，妊娠末期に至り急 
l乙増大したという。服筒部表皮には乳鳴および乳置
を思わせるものは無い。分続手術後 2週自に相次い
で両側腫癌を別出した。組織学的検索によれば，柔
軟なる部位は主として正常乳腺の場合と同様な， 
Lacta tionsmammaおよび Mazoplasieの像であ
り，一部に Cystoadenomaの像が見られた。また
弾性硬度を有した部位には， Fibroadenoma peri-
canalicuearisおよび Mastopathiachronica fib-
rosa cysticaの組織像が見られたが， 悪性変化の
像は見当らなかった。
妊娠時の巨大な副乳で，多種多様な組織像を同時
lと観察し得た興味ある症例である。(病理，藤本助
教授検鏡〉。文献によれば，欧米では Dorland氏等
(1929年)が副乳はその形態， 組織像，発生部位
等より， Supernumerary Breasts と Aberrant 
Breasts K区別することを提唱している。前者は
乳噛，乳置を備え，乳腺組織は萎縮または消失し，
発生部位は乳房より下位に多く， かつ悪性変化率
は低いとされている。本症例は後者の  Aberrant 
Breasts K属するものであって，更年期以後に癌化
率の高い乙とから，手術適応に意義を認めるもので
あり，文献的考察を加え，御報告させて載いた次第
である。 
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なった。
第2例 55才の男子，精神分裂病にて，他院に入
院中Iζ，汎発性腹膜炎を発して来院。右下腹部に小
児頭大の腫腐あり ，36年 12月5日開腹， 上行結腸
中央部に生じた癌による狭窄陀て盲腸が巨大に膨満
し，その壁の一部が穿孔し腹膜炎を来したもので，
結腸右半側切除術を施行， 2期的に回腸， s宇状結
腸吻合術を行なった。なお，精神病院に入院中なる
も痛の再発も認められず作業療法を行なっている。
第 3例 24才女子， 最近数年間にしばしば下腹
痛あり，腎石等といわれていた。 36年 12月 29日よ
り加痛あり， 30日開腹により，甚Tごしい遊走牌の軸
捻転であったので乙れを摘出した。 
68. 熱海胃腸病院の現況
熱海胃腸病院吉田 充他 
69. 術前照射を受けた胃癌の組織所見と免疫反応
について
広島市棋殿放射線科損殿 	 順
竹内外科病院竹内辰五郎
私は竹内君の御紹介で今回中山外科教室例会に出
席出来ることとなり大ハリキリでおりましたところ
年末のこと社会人としての私Kはぬけられない任務
が御座いまして今回は残念至極乍ら欠席させて頂き
ます。
私はただ今放射線照射の生物学的作用機構の問題
と取組んでおりますが，その一環として癌の放射線 
療法の問題を取上げ，行きづまった癌の治療打解に
術前照射に発展したわけで御座います。御承知の如
く放射線照射の生物学的作用は物理学的に捉える事
の出来る原子レベルの変化と，未だ不明な生物学的
な変化より成立っております。乙の生物学的作用は
生物学的増幅の存在を解決せねばなりません。これ
は Biological amplificationという言葉で細胞に
おける酵素系の変化を大体中心に多くの仮説が立て
られております。 
私はこの Biological amplificationを抗原抗体
反応即わち免疫反応による ζとを感作血球凝集反応
によって確めたので御座います。すなわち術前照射
を行なって 10日以上を経過すればその個体の血中
に抗癌抗体が生成されることを確かめましたので術
前照射は個体を抗癌態勢に持ち来すという事が明ら
かになりました。
きて私の術前照射術式によりますと組織像は滝沢 
教授の X1-X2程度で御座いましていまだ多数癌細
胞を認め十分可移植性で御座います。勿論 X3の所
見を得るには足らぬ量であることははじめより明ら
かで御座いますが，乙れで臨床上免疫上十分な効果
を果しております。放射線生物学的には特に術前照
射は手術を前提とします以上小量で有効に照射せね
ばなりません。かつ癌の部位により， 大きさによ
り，広がりにより Case by Caseで考案されねば
なりません。従って術前照射の効果判定は先づ臨床
症状の改善を第一目標とし，次いで諸検査成績の改
善，組織学的所見を勘考すべきであって，組織学的
所見による判定のみでは「適正」を欠く倶れが御座
います。
就中中山教室の如く Radiomimetic reactionを
認めないと申されたら Radiobiology の内で一番
大切な役割を演じている Biologicalamplification 
を認めないという事となりまして， 乙れでは御研究
の過程に欠陥のある乙とを指摘せざるを得ません。
組織学的変化の生ずる前に細胞は代謝形式に於て，
生化学的変化において，著変を呈しております。
〆私は食道癌とか，乳癌とか，子宮癌とかの如く解
剖学的民放射線照射に対して反応の砂ない部分はそ
の case，caseで定められて出来るだけ大量も結構
と存じますが， これを一般のjレールに発展させられ
る乙とは危険で御座いまして癌細胞の破壊とその崩
壊産物の二次的生物学的作用 (Biologicalamplifi-
cation)を勘考して Optimaldose time. relation-
shipの定めるべきであると考えます。
70. 当院に於ける臨床検査の実際特に検査技術
者の教育について
竹内病院竹内辰五郎
竹内 創，坂下英明 
71. 妊娠時虫垂炎の 32手術例
柏市深町医院深町信一
昭和27年より本年9月末日まで女子虫垂炎手術
例 970例中妊娠時虫垂炎手術例 32例を経験した。
従って女子虫垂炎中に妊娠合併の頻度は 3.3%であ
った。一般に妊娠時虫垂炎は再発例が多いといわれ
ているが，既往lζ虫垂炎と診断された事のあるもの
は10例 (31.2%)， また手術に際し癒着高度で逆行
性に虫垂切除術を施行したものは 8例 (25%)であ
った。次に妊娠回数と発生頻度を調べてみると，
1回23例 (71.8%)，2回5例 (15.6%)，3回2例
